
「福井空港ビル再整備キックオフ講演会を実施しました」 

 

 令和６年６月２３日に、福井空港ビル（住所：坂井市春江町）において、航空行政に詳し

い加藤一誠教授（慶應義塾大学）をお招きし、「様々な空港の好事例から学ぶ福井空港」につ

いて講演会を開催しました。老朽化した福井空港ビルの建て替えを検討するためのキックオ

フと位置付けて実施し、地元の方々や空港利用者など７５名が参加しました。 

 

 加藤教授は講演会で 

・地元の方々に空港をわがことと思ってもらうことが大事であり、福井空港の活用には住民

の利用や交流拠点の視点が重要 

・１月の能登半島地震で福井空港が石川県の被災地への支援拠点と機能したことで、福井空

港の防災拠点としての効果が改めて認識された。 

・空港ビルなどの再整備に関し、防災機能を強化するのであれば、ビルの位置などを考える

必要がある。 

・線のインフラである道路は大規模災害時に遮断され、復旧にも時間を要する一方で、点の

インフラである空港は復旧も相対的に早く遮断されることがないため、非常災害時には地

震等の広域被害の支援拠点となりうる。 

と、空港の社会インフラとしての重要性と福井空港の可能性を指摘されるとともに国内外の

空港などの事例を紹介いただきました。 

 

 

 

 今回の講演会で非常災害時における福井空港

の必要性が再確認でき、福井空港に必要な機能

について考えるキックオフにふさわしい催しと

なりました。 

 

 

 

資料３ 



 

 

（写真：講演会のメイン会場）               (写真：講演会登壇者の加藤教授) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真：講演会のサテライト会場） 

 

 プロローグ企画として実施しました空港見学会やくうこうであそぼうの企画には約３０名

が参加し、子どもさんや普段空港を利用しない方にも５８年使われた空港を見て、使ってい

ただく機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真：プロローグ企画 空港見学）     （写真：同時開催 くうこうであそぼう 

「パタパタ紙ひこうき作り」） 


